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第
二
次
世
界
大
戦
時
、
戦
力
と

な
る
優
秀
な
軍
人
を
育
て
る
学
校

が
仙
台
か
ら
熊
本
ま
で
全
国
各
地

に
あ
り
、
本
市
に
は
昭
和
15
年
か

ら
終
戦
ま
で
の
間
、
今
の
大
阪
南

医
療
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
場
所
に「
大

阪
陸
軍
幼
年
学
校
」
が
あ
り
ま
し

た
。
陸
軍
幼
年
学
校
は
、
13
、
14

歳
の
幼
い
こ
ろ
か
ら
将
来
の
陸
軍

将
校
と
呼
ば
れ
る
幹
部
を
育
て
る

学
校
で
し
た
。
河
内
長
野
に
陸
軍

幼
年
学
校
が
建
て
ら
れ
た
の
は
、市

街
地
で
は
な
い
こ
と
と
、
楠
木
正

成
が
戦
っ
た
金
剛
山
を
見
渡
す
こ

と
が
で
き
、
楠
公
史
跡
が
あ
る
こ

と
に
よ
り
、
軍
人
精
神
を
養
う
に

ふ
さ
わ
し
い「
楠
公
精
神
」を
継
承

す
る
た
め
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

約
5
年
の
間
に
約
１
５
０
０
人
も

の
生
徒
が
こ
の
学
校
で
学
び
ま
し

た
。
学
校
建
設
に
あ
わ
せ
て
、
南

海
鉄
道
高
野
線
千
代
田
駅
と
学
校

に
続
く
専
用
道
路
が
作
ら
れ
、
現

在
の
千
代
田
駅
周
辺
に
も
当
時
の

面
影
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
ま
た
、
天
見
駅
東
側
に
あ
る
菊

水
台
と
呼
ば
れ
る
所
に
は
天
見
防

空
監か

ん

視し

哨し
ょ
うと
い
う
敵
の
動
静
を
見

張
る
場
所
が
あ
り
ま
し
た
。
敵
機

が
大
阪
市
内
へ
来
襲
す
る
時
の
通

り
道
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
戦
争

末
期
に
は
多
く
の
敵
機
が
上
空
を

通
過
し
ま
し
た
。
監
視
員
は
円
形

の
穴
の
中
に
入
り
、
敵
機
の
近
づ

く
音
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
現
在

も
山
林
の
中
に
円
形
の
部
分
が
残

っ
て
お
り
、
本
市
の
戦
争
遺
跡
の

１
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
14
年
ご
ろ
か
ら
食
糧
不
足

が
深
刻
に
な
り
、
日
用
品
は
切
符

制
に
、
米
は
配
給
制
に
な
る
な
ど

市
民
生
活
に
も
影
響
を
お
よ
ぼ
し

ま
し
た
。
学
校
で
は
軍
事
教
育
が

重
視
さ
れ
、
昭
和
16
年
に
は
小
学

校
が
国
民
学
校
に
な
り
、
昭
和
19

年
に
な
る
と
中
等
学
校
以
上
の
生

徒
が
授
業
を
や
め
て
軍
需
工
場
な

ど
へ
動
員
さ
れ
ま
し
た
。
戦
局
は

次
第
に
悪
く
な
り
、
昭
和
19
年
に

学
童
疎
開
が
始
ま
り
ま
し
た
。
本

市
は
農
村
部
で
あ
る
た
め
、
大
阪

市
や
堺
市
な
ど
か
ら
の
疎
開
を
受

け
入
れ
、
児
童
は
当
時
あ
っ
た
南

天
荘
や
金
剛
寺
、
一
般
民
家
を
も

宿
所
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
終
戦
近
く
に
な
る
と
長
野
駅（
現

　5月30日、河内長野市に残る戦争遺跡について、
NPO法人文化遺産保存ネットワーク河内長野理事
長、尾谷さんによる講演が開催され、29人が参加
しました。大阪陸軍幼年学校で生徒たちが訓練や
生活を送った様子や、学校で行われた楠公顕

けん

彰
しょう

に
ついてスライドを交えた解説がありました。また、
空襲に備えて天見村の山中に設けられた「防空監視
哨」の跡など、市内各地に残る戦争の記憶にもふれ、
未来の平和を考える貴重な機会となりました。

河内長野の戦争遺産
～大阪陸軍幼年学校と楠公顕彰～

金剛寺での学童疎開の様子

長野の女子勤労挺身隊員

「
図
説
河
内
長
野
市
史
」、
左
記
講
演
会

資
料
よ
り
抜
粋

大阪陸軍幼年学校正門

全寮制で3学年あった大阪陸軍幼年学校

天見に残る防空監視哨跡

特集河
内
長
野
に
残
る

戦
争
の
記
憶

戦後80年 平和への願い

平
和
は
、当
然
に
手
に
入
る
も
の
で
は
な
く

一
人
ひ
と
り
が
戦
争
の
悲
惨
さ
を
知
り

平
和
を
願
う
こ
と
で

は
じ
め
て
実
現
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
節
目
に
本
市
の
戦
争
の
記
憶
を
た
ど
り
、

平
和
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

記
憶
を

つ
な
ご
う

河
内
長
野
駅
）が
爆
撃
機
に
、大
阪

陸
軍
幼
年
学
校
が
グ
ラ
マ
ン
戦
闘

機
に
銃
撃
さ
れ
、現
在
の
鳴ど

ん

尾ど

公
園

付
近
に
爆
撃
機
が
不
時
着
し
た
と

い
う
話
も
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
は
、
空
襲
に
よ
る
被
害
は

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
も
の
の
、
戦

争
に
関
わ
る
学
校
や
監
視
哨
と
い

っ
た
施
設
、
戦
地
へ
出
征
し
た
人
、

国
防
婦
人
会
に
よ
る
慰
問
袋
作
り

が
行
わ
れ
た
こ
と
な
ど
、
戦
争
の

足
跡
は
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
地
に
あ
っ
た
戦
争
の
記
憶
を
受

け
継
ぎ
、
未
来
に
つ
な
い
で
い
く

こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。
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夏休み子ども平和施設見学会
●戦後80年企画 伝えよう‼平和といのちの大切さ
　soraかさい（鶉

うずらの

野飛行場跡 / 兵庫県加西市）＆
戦争遺跡見学（滑走路・平和祈念碑・巨大防空壕
/シアター上映・対空機銃座跡）をします。昼食は
持参してください。
対象　市内在住の小学生とその保護者
とき　８月 22日㈮午前９時 15分～午後５時
集合　市役所
定員　20人（抽選）
申込　８月８日までに右記QRで
問人権協会（人権推進課内）

手記に登場する航空機工場の関連施設

ま
た
は

私の戦争体験
伝え聞いた話

本紙6月号で募集した戦争体験・伝え聞いた話に、多くの
投稿ありがとうございました。壮絶な戦争体験や当時の
写真や手紙など貴重な品物、戦時中の食生活など河内長野
での暮らしぶりが伝わるエピソードが集まりました。

祖父の結婚式の写真と、出征時に書いた手紙。
覚悟を書いた内容には楠公精神の文字が見
えます（錦町・バレーボール殿さん）

戦後（昭和20年代）の教科書。戦前の単色刷
りから、写真やイラストが多用されたカラフ
ルなものに（上田町・Tさん）

お
そ
ら
く
戦
後
間
も
な
い
こ
ろ
と
思
わ
れ
る
祖
母
の
写

真
。
叔
母
に
あ
た
る
女
の
子
や
赤
ち
ゃ
ん
も
帽
子
や
エ

プ
ロ
ン
で
お
め
か
し
し
て
い
る
（
古
野
町
・
Ｙ
さ
ん
）

・祖母から聞いた話。食べるものが少なく、
えんどう豆の皮も食べた。働き盛りの男性
が出征し男手が少なかった当時、祖母が電
車の車掌さんをしていたらしい。空襲警報
があり防空壕に入ってしばらく後、外に出
たら堺の空が真っ赤だった（高向・Mさん）

・祖母から聞いた話。イナゴを空焼きに
して食べた。芋は貴重なので、かさ増し
に芋のツルも食べた。山へ山菜を採りに

行ったが、それでも食料がなかった。都
会からの疎開者が多く、貴重な着物と食
料を交換してくれと言われることも多か
った（日野・Uさん）

・戦時下に配給された玄米は、米つき瓶
と棒を使って米をこすり合わせ、七分づ
き米にして節米に努めていた。米が尽き
ると代用食として麦やイモが配給された
（愛・いのち・平和展より）

灯火管制に使われ
た電灯に被せる黒
いカバー

戦時中の食や暮らしに関する体験談

中国北部に出征した家族からの手紙。元気で軍務に
励んでいる報告や小包のお礼、父母や家族への気遣い、
地元の祭や、松茸・柿などを懐かしむ様子などびっ
しりと細かい文字で書かれている（高向・Kさん）

太平洋戦争が始まった昭和16年鹿児島の田舎町で生まれ、父は翌年
召集、フィリピン・ルソン島で戦死しました。戦後、着るもの食べる
ものも不足する中、昭和23年小学校の入学式を迎えた全員が裸足の
記念写真を、今の子どもたちはどう思うだろうか。私は後列右から3
人目、歯を食いしばって生きてきたころの一枚です（旭ケ丘・Tさん）

祖父の結婚式の写真と、出征時に書いた手紙。

中国北部に出征した家族からの手紙。元気で軍務に
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昭
和
四
年
生
ま
れ
の
私
は
、

小
学
校
に
入
学
し
た
。
校
庭
に

奉ほ
う

安あ
ん

殿で
ん

が
設
置
さ
れ
、
中
に
は

天
皇
陛
下
の
お
写
真
が
鎮
座
し

て
い
た
。
私
た
ち
は
そ
こ
を
通
る

た
び
に
立
ち
止
ま
り
、
最
敬
礼

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
六
年
生
に
な
っ
た
十
二
月
八

日
、
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ
た
。

河
内
長
野
の
町
中
は
、「
灯
火
管

制
」
に
な
り
、
電
灯
に
黒
い
布

を
か
ぶ
せ
た
。
本
も
読
め
な
い

ほ
ど
、
暗
く
な
っ
た
。
食
事
は

一
日
二
合
三
勺
。
成
長
盛
り
の

私
た
ち
に
と
っ
て
、
ひ
も
じ
か
っ

た
。
食
料
品
な
ど
の
配
給
制
度

が
実
施
さ
れ
た
。

　
私
は
将
来
、
小
学
校
の
教
員

に
な
り
た
か
っ
た
。
十
五
歳
の

春
、
師
範
学
校
に
入
学
。
だ
が

戦
争
が
激
し
く
な
り
、
学
徒
動

員
の
命
令
が
下
っ
た
。
兵
庫
県

の
川
西
航
空
機
会
社
に
行
く
こ

と
に
な
っ
た
。

　

ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
の
板
や
風
防

ガ
ラ
ス
な
ど
、
飛
行
機
の
部
品

作
り
が
、
主
な
仕
事
だ
っ
た
。

油
ま
み
れ
の
ズ
ボ
ン
姿
。
戦
闘

帽
を
被
り
、
ま
る
で
兵
隊
さ
ん
の

よ
う
に
敬
礼
す
る
。
工
場
で
は
、

鉢
巻
を
し
た
大
勢
の
学
徒
が
、
電

気
ド
リ
ル
で
鋲
打
ち
を
し
て
い
た
。

風
呂
な
ん
て
一
か
月
に
一
回
。
食
事

は
豆
御
飯
で
、
量
も
少
な
か
っ
た
。

草
も
食
べ
た
。
体
中
に
シ
ラ
ミ
が

わ
き
、
歩
い
て
い
る
の
が
わ
か
る

ほ
ど
だ
っ
た
。
不
潔
と
い
う
感
覚

さ
え
も
な
い
ほ
ど
、
そ
れ
が
日
常

で
あ
っ
た
。

　
空
襲
が
一
段
と
激
し
く
な
っ
て

き
た
昭
和
二
十
年
五
月
十
一
日
、

工
場
が
集
中
爆
撃
を
受
け
た
。
私

た
ち
は
、
焼し

ょ
う

夷い

弾だ
ん

が
雨
の
よ
う
に

降
る
中
、
六
甲
山
の
麓
へ
と
一
目

散
に
走
っ
た
。
道
中
直
径
十
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
大
き
な
穴
が
あ
い
て

い
た
。
も
の
す
ご
い
爆
風
の
中
、

必
死
で
転
げ
る
よ
う
に
走
っ
た
。

「
神
様
助
け
て
！
」、「
お
母
さ
ん
」

と
、
狂
っ
た
よ
う
に
絶
叫
す
る
友

の
声
が
、
今
も
耳
に
残
っ
て
い
る
。

一
番
乗
り
だ
っ
た
私
た
ち
だ
け
が

助
か
り
、
後
の
学
生
た
ち
は
、
爆

撃
を
受
け
て
死
ん
だ
。

　
そ
れ
か
ら
、
阪
神
電
車
の
レ
ー

ル
の
上
を
梅
田
駅
ま
で
歩
い
た
。
だ

が
、
今
度
は
松
下
電
器
に
動
員
命
令
が

下
っ
た
。
豆
か
す
の
御
飯
に
苦
し
み
な
が

ら
、
ま
た
も
や
ア
メ
リ
カ
の
機
銃
攻
撃
に

逃
げ
回
っ
た
。

　
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
よ
う
や

く
終
戦
を
迎
え
た
。
戦
後
民
主
主
義
の

教
育
が
始
ま
っ
た
。
平
和
は
い
い
。
命
の

大
切
さ
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
今
私
は
、

死
線
を
超
え
て
命
あ
る
こ
と
に
、
感
謝

の
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

死
線
を
越
え
た
学
徒
動
員
（
手
記
）

阪
野
さ
ん
（
95
歳
・
栄
町
）

く
終
戦
を
迎
え
た
。
戦
後
民
主
主
義
の

教
育
が
始
ま
っ
た
。
平
和
は
い
い
。
命
の

大
切
さ
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
今
私
は
、

死
線
を
超
え
て
命
あ
る
こ
と
に
、
感
謝

灯火管制に使われ
た電灯に被せる黒
いカバー

が
、
今
度
は
松
下
電
器
に
動
員
命
令
が

下
っ
た
。
豆
か
す
の
御
飯
に
苦
し
み
な
が

ら
、
ま
た
も
や
ア
メ
リ
カ
の
機
銃
攻
撃
に

　
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
よ
う
や

く
終
戦
を
迎
え
た
。
戦
後
民
主
主
義
の

教
育
が
始
ま
っ
た
。
平
和
は
い
い
。
命
の

大
切
さ
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
今
私
は
、

死
線
を
超
え
て
命
あ
る
こ
と
に
、
感
謝

いカバー

ガ
ラ
ス
な
ど
、
飛
行
機
の
部
品

作
り
が
、
主
な
仕
事
だ
っ
た
。

油
ま
み
れ
の
ズ
ボ
ン
姿
。
戦
闘

ガ
ラ
ス
な
ど
、
飛
行
機
の
部
品

一
日
二
合
三
勺
。
成
長
盛
り
の

私
た
ち
に
と
っ
て
、
ひ
も
じ
か
っ

た
。
食
料
品
な
ど
の
配
給
制
度

が
実
施
さ
れ
た
。

　
私
は
将
来
、
小
学
校
の
教
員

に
な
り
た
か
っ
た
。
十
五
歳
の

春
、
師
範
学
校
に
入
学
。
だ
が

戦
争
が
激
し
く
な
り
、
学
徒
動

員
の
命
令
が
下
っ
た
。
兵
庫
県

の
川
西
航
空
機
会
社
に
行
く
こ

　

ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
の
板
や
風
防

ガ
ラ
ス
な
ど
、
飛
行
機
の
部
品

作
り
が
、
主
な
仕
事
だ
っ
た
。

油
ま
み
れ
の
ズ
ボ
ン
姿
。
戦
闘

ル
の
上
を
梅
田
駅
ま
で
歩
い
た
。
だ

一
日
二
合
三
勺
。
成
長
盛
り
の

私
た
ち
に
と
っ
て
、
ひ
も
じ
か
っ

た
。
食
料
品
な
ど
の
配
給
制
度

女性が赤糸で千個の縫
玉を一人一針ずつ縫い、
出征兵士の武運長久を
祈り贈った「千人針」
（愛・いのち・平和展より）
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市
内
の
小
学
校
や
公
民
館
な
ど
で
、
戦

争
当
時
の
日
記
を
ま
と
め
た
自
著
「
学
童

集
団
疎
開
日
記
」
の
内
容
を
基
に
講
演
し

て
い
ま
す
。
も
と
も
と
高
校
で
物
理
の
教

師
を
し
て
お
り
退
職
後
に
本
を
出
版
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
講
演
を
始
め
ま
し
た
。

　
太
平
洋
戦
争
は
、
私
が
国
民
学
校
１
年

生
の
時
に
始
ま
り
、
５
年
生
の
時
に
敗
戦

と
な
り
ま
し
た
。
当
時
大
阪
市
住
吉
区
に

住
ん
で
お
り
、
あ
る
日
「
と
う
と
う
や
り
ま

し
た
な
」
と
近
所
の
大
人
が
話
し
て
い
る
の

を
聞
き
、
戦
争
の
始
ま
り
を
知
り
ま
し
た
。

　
小
学
４
〜
５
年
生
の
間
、
岸
和
田
市
の

牛
滝
へ
学
童
集
団
疎
開
し
ま
し
た
。
最
初

は
林
間
学
校
に
行
く
よ
う
な
気
持
ち
で
楽

し
み
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
集
団
生
活
は
息

苦
し
く
、
友
だ
ち
同
士
の
言
い
争
い
も
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
食
料
不
足
の
た
め
常
に

お
腹
が
空
い
た
状
態
で
、
食
事
は
ご
は
ん
が

う
っ
す
ら
と
入
っ
た
木
の
弁
当
箱
と
、
玉
ね

ぎ
や
小
芋
の
入
っ
た
汁
物
だ
け
で
し
た
。　

　
日
々
の
生
活
も
午
前
中
は
授
業

が
あ
っ
た
も
の
の
、
午
後
か
ら
は
滝

で
の
水
遊
び
を
し
た
り
食
料
の
買

い
出
し
に
行
く
こ
と
も
し
ば
し
ば
。

男
子
は
木
銃
を
か
つ
い
だ
り
戦
力

に
な
る
た
め
の
訓
練
も
あ
り
ま
し

た
。
先
生
に
「
子
ど
も
で
も
役
に

立
た
な
い
と
い
け
な
い
」と
言
わ
れ
、

「
イ
ロ
ハ
ニ
ホ
ヘ
ト
」
の
手
旗
信
号

の
練
習
も
し
ま
し
た
。
戦
争
の
情

報
は
先
生
の
話
か
ら
知
り
、
特
攻

隊
の
話
も
よ
く
聞
い
て
い
ま
し
た
。

空
襲
は
体
験
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

大
阪
市
内
が
燃
え
て
い
る
様
子
を

見
た
こ
と
は
覚
え
て
い
ま
す
。
終

戦
は
、「
日
本
は
無
条
件
降
伏
し

た
」
と
い
う
先
生
の
言
葉
で
知
り
、

疎
開
先
か
ら
は
昭
和
20
年
10
月
に

帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　
当
時
は
と
に
か
く
戦
争
一
色
で
、

そ
れ
以
外
の
ニ
ュ
ー
ス
は
ほ
と
ん

ど
伝
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
命
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
こ
と
は
な
い
」
と
い

う
こ
と
を
、
み
ん
な
が
理
解
で
き

れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

若
い
世
代
の
方
に
は
、
１
つ
の

意
見
一
色
に
染
ま
る
の
で
は
な
く
、

少
数
意
見
や
反
対
意
見
も
大
切
に

と
い
う
こ
と
を
戦
争
の
教
訓
と
し

て
伝
え
た
い
で
す
ね
。

ひとつの意見を妄信せず
多様な考えを大切に

※画像はイメージです。

●原爆投下時刻に黙とうを
　原爆死没者のご冥福を祈り、世界の恒久平
和を願って１分間の黙とうをお願いします。
◎広島原爆の日
　８月６日㈬午前８時15分
◎長崎原爆の日
　８月９日㈯午前11時２分
問人権推進課
●戦没者を追悼し平和を祈念する日
　１分間サイレンを鳴らしますので黙とうを
お願いします。
とき　８月15日㈮正午
●令和７年度河内長野市戦没者追悼式
　戦没者に対し哀悼の意を表し、恒久平和へ
の誓いを込めて、戦没者追悼式を開催します。
とき　11月15日㈯午前10時～11時
ところ　ラブリーホール
※当日直接会場へ。
問地域福祉高齢課

「
昭
和
二
十
年
六
月

二
十
七
日
㈬
　
二
十
五
度

　
朝
会
は
な
か
っ
た
。
午

前
中
は
い
つ
も
の
通
り
授

業
で
あ
っ
た
。
昼
か
ら
五
年
生
男
子
だ
け
木
銃
を

持
っ
て
は
げ
山
へ
行
き
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
た
。

ま
ず
銃
の
持
ち
方
を
習
っ
た
。
そ
れ
か
ら
攻
撃
軍
と

守
備
軍
に
分
か
れ
て
戦
っ
た
。
二
回
し
て
攻
撃
軍
と

守
備
軍
入
れ
替
わ
っ
た
。
ど
ち
ら
も
僕
ら
の
方
が

勝
っ
た
。
そ
の
後
、ま
つ
か
さ
で
な
げ
合
い
を
し
た
。」

「
学
童
集
団
疎
開
日
記
」よ
り
文
と
挿
絵

外
と

山
や ま

禎
よ し

彦
ひ こ

さん（90歳・緑ケ丘北町）

インタビュー

平
和
を
祈
念
し
て

黙
と
う
を

戦後80年 平和への願い特 集

大阪・関西万博で魅力発信
学童集団疎開日記 
近代文藝社1995/3/1
外山 禎彦 (著 )

図書館で
貸出

できます

学
童
集
団
疎
開
日
記

●
ス
テ
ー
ジ
実
演
で
市
の
魅
力
発
信

ま
ち
の
み
ん
な
が
「
好
き
。」
つ
ぎ
の
十
年
、

つ
ぎ
の
千
年
が
つ
な
が
る
河
内
長
野
と
題
し
、

地
域
の
み
な
さ
ん
と
健
康
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、

市
の
魅
力
を
一
日
に
詰
め
込
ん
で
ス
テ
ー
ジ

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
ま
す
。
ぜ
ひ
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

出
展
内
容　
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
、
ダ
ン
ス
、
笑

い
ヨ
ガ
、
和
太
鼓
、
歌
、
南
花
台
ク
ル
ク
ル
紹

介
な
ど

●
葉
ぐ
る
ま
で
つ
な
が
る
河
内
長
野
を
体
現

　
大
阪
・
関
西
万
博
の
様
々
な
催
事
に
て
、
文

化
や
自
然
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
、
河
内
長
野

市
ら
し
さ
を
「
葉
ぐ
る
ま
（
か
ざ
ぐ
る
ま
）」

と
し
て
表
現
し
、本
市
に
流
れ
る
穏
や
か
な
風

を
テ
ー
マ
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

葉
っ
ぱ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
か
ざ
ぐ
る
ま
作
り

を
通
し
て
、
そ
の
風
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
奥
河
内
ラ
ジ
オ
生
放
送

　
会
場
で
は
、
当
日
の
様
子
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

Ｆ
Ｍ
放
送
局
「
奥
河
内
ラ
ジ
オ
」
が
出
張
生
放

送
し
ま
す
。

問
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

とき ９月５日㈮午前10時30分～午後７時　ところ 大阪・関西万博ヘルスケアパビリオン

●
万
博
か
ら
ま
ち
の
未
来
を
考
え
る
発
表
会
を
開
催

　
６
月
、
長
野
高
校
の
生
徒
た
ち
が
、
東
京
大
学
先
端
科
学
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー
の
教
授
・
学
生
た
ち
と
と
も
に
、「
大
阪
・
関
西
万

博
」
を
テ
ー
マ
に
科
学
技
術
や
国
際
文
化
に
触
れ
な
が
ら
、
市
の

未
来
に
つ
い
て
探
求
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
挑
戦
し
ま
し
た
。教

科
書
も
答
え
も
な
い
自
由
な
発
想
で
学
び
を
深
め
た
高
校
生
た
ち

の
発
表
は
、
進
路
を
考
え
る
中
学
生
や
保
護
者
、
地
域
の
み
な
さ

ん
に
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
内
容
で
す
。
当
日
は
、
同
校
吹
奏

楽
部
に
よ
る
演
奏
や
、
ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
・
モ
ッ
ク
ル
と
の
記
念
撮

影
コ
ー
ナ
ー
（
先
着
50
人
）
も
あ
り
ま
す
。

定
員　
２
８
０
人
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
公
民
連
携
課

　原子レベルの超精密加工とX線光学を専門に研究し、
最近は加工技術の自動化や環境に配慮したプロセス開
発にも注力。
　本市のまちづくりに関しても、今回の取り組みのほ
か、専門分野を生かした地場産業の振興にも尽力し、総
合計画審議会の委員として河内長野市第６次総合計画
の策定にも携わる。

東京大学先端科学技術研究センター 三村秀和教授（本市出身）

参加者には先着で
万博オリジナル
ノベルティ
プレゼント！東京大学先端研×長野高校

連携ワークショップ発表会

ワークショップの様子

とき ８月20日㈬午後２時～３時30分（受付は午後１時30分～）　ところキックス



※このほかにも福祉委員会・自治会主催の遊びの広場を各地域で開催してい
ます。詳細はあいっく ( ☎ 50-4664) へお問い合わせください。

★地域の子育て広場★
就学前の子どもと保護者が集まり、自由に遊んだり交流できる場所で
す。会場や時間、内容など詳細はお問い合わせください。

◉つどいの広場（当日直接会場へ）
場所 開催日

①ふぁんふぁーれ
三日市
☎63-7242

毎週火・木・金曜日と８月４日㈪・18日㈪午前10時～
午後３時30分▷７日㈭＝「ゆうみ先生と音楽を楽しも
う！」（午前11時30分～）、22日㈮＝「みんなでストレ
ッチ体操！」（午前11時～）※13日㈬～15日㈮はお盆休み。

②ほのぼのルーム
大矢船
☎62-3501

毎週月・水・木曜日午前10時～午後３時▷８月４日㈪・
６日㈬・７日㈭午後＝「防災マグネットシアター」、▷
７日㈭・18日㈪午後＝「プレママ・あかちゃん優先タ
イム」▷開催日は毎回マグネットシアター、手遊びな
ども▷詳細はインスタグラムで

◉子育てわいわいルーム（当日直接会場へ）
場所 開催日 問い合わせ

三日市公民館 8月 13日㈬ ☎ 62-6155
老寿やすらぎ千代田公民館 8月 15日㈮ ☎ 55-1125
※時間は午前 10時 30分～正午▷駐車場には限りがあります。

市民投稿「ちょっと見てみて！」より
応募者：なぎ丸。

子
育
て

児
童
扶
養
手
当 

 
 

●
現
況
届
の
提
出
を 

 

　
引
き
続
き
児
童
扶
養
手
当
の
認

定
を
受
け
る
た
め
に
必
要
で
す
。

提
出
期
間　
８
月
１
日
㈮
〜
29
日

㈮
▽
24
日
㈰
は
臨
時
窓
口
を
開
設

※
届
け
出
が
な
い
と
11
月
分
以
降

の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
▽
所

得
制
限
に
よ
り
支
給
停
止
中
の
人

も
提
出
し
な
い
と
受
給
資
格
が
な

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
受
給
資
格
者
は

　
離
婚
な
ど
で
父
親
も
し
く
は
母

親
が
い
な
い
児
童
を
監
督
保
護
し

て
い
る
人
が
対
象
で
す
。

　
ま
た
、
父
親
も
し
く
は
母
親
が
重

度
の
障
が
い
者
で
あ
る
世
帯
な
ど
で

18
歳
未
満（
18
歳
に
到
達
し
た
日
の

年
度
末
ま
で
▽
児
童
に
政
令
で
定

め
る
障
が
い
が
あ
る
場
合
は
20
歳

未
満
）の
児
童
を
監
督
保
護
し
て
い

る
人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
対
象
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
に

入
所
し
て
い
る
と
き
な
ど
を
除
き

ま
す
▽
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

問
こ
ど
も
ま
ん
な
課 

 

特
別
児
童
扶
養
手
当

●
所
得
状
況
届
の
提
出
を

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
認
定
を

受
け
る
た
め
に
必
要
で
す
。

提
出
期
間　
８
月
12
日
㈫
〜
９
月

11
日
㈭

※
届
け
出
が
な
い
と
８
月
分
以
降

の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
受
給
の
対
象
と
な
る
人
は

20
歳
未
満
で
精
神
（
発
達
障
が

い
な
ど
含
む
）
ま
た
は
身
体
に
重

度
・
中
度
の
障
が
い
の
あ
る
児
童

を
監
護
し
て
い
る
父
母
ま
た
は
養

育
者
が
対
象
で
す
。

※
対
象
児
童
が
障
が
い
を
支
給
事

由
と
す
る
公
的
年
金
を
受
給
で
き

る
場
合
や
児
童
福
祉
施
設
に
入
所

し
て
い
る
時
な
ど
を
除
き
ま
す
▽

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

問
こ
ど
も
ま
ん
な
課

マ
マ
の
あ
ん
し
ん
相
談
ｄ
ａ
ｙ

　
妊
娠
中
、
産
後
の
悩
み
や
育
児

相
談
に
、
助
産
師
と
心
理
相
談
員

が
電
話
や
来
所
で
応
じ
ま
す
。

対
象　
妊
産
婦
と
乳
幼
児
の
保
護

者と
き　
８
月
８
日
㈮
、
９
月
12
日

㈮
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　
ゆ
め
っ
く

申
込　
来
所
の
み
要
予
約

問
ゆ
め
っ
く
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
、

☎
55
・
４
１
４
１
）

マ
マ
パ
パ
教
室

対
象　
初
め
て
母
親
・
父
親
に
な

る
市
民

と
き　
８
月
30
日
㈯
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

と
こ
ろ　
あ
い
っ
く

内
容　
先
輩
マ
マ
・
パ
パ
と
の
情

報
交
換
会
、
あ
い
っ
く
見
学
な
ど

定
員

20
人
（
先
着
順
）

申
込　
電
話
で
左
記
へ

問
ゆ
め
っ
く
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
、

☎
55
・
４
１
４
１
）

お
や
と
も
保
護
者
会

●
米
田
先
生
ミ
ニ
講
演
会
、
個
別

相
談
会

　
子
ど
も
の
自
律
に
向
け
た
親
の

関
わ
り
方
を
テ
ー
マ
に
し
た
お
話

と
相
談
会
で
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
子
ど
も
の
発

達
に
悩
み
が
あ
る
保
護
者

と
き　
８
月
22
日
㈮
午
前
９
時
45

分
〜
11
時
45
分

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

定
員

20
人
（
先
着
順
）

申
込　
８
月
15
日
ま
で
に
左
記
へ

問
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
キ
タ

バ
あ
か
み
ね
（
☎
56
・
１
５
９
０
、

℻
56
・
１
５
９
２
）

あ
い
っ
く
の
催
し

※
場
所
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、

あ
い
っ
く
（
ノ
バ
テ
ィ
な
が
の
北

館
内
）
で
開
催
し
ま
す
。

●
観
劇
会

柳り
ゅ
う

風ふ
う

台だ
い

こ
ど
も
園
の
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
人
形
劇
「
さ
る
か
に
が
っ

せ
ん
」
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

対
象　
市
内
在
住
の
０
歳
〜
小
学

生
の
子
ど
も
と
保
護
者

と
き　
８
月
22
日
㈮
午
後
２
時
〜

２
時
40
分

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

●
ひ
と
り
親
家
庭
の
交
流
会

対
象　
ひ
と
り
親
家
庭
で
育
児
中

ま
た
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
情
報

が
ほ
し
い
保
護
者
と
小
学
６
年
生

以
下
の
子
ど
も
（
保
護
者
の
み
の

参
加
も
可
）

と
き　
８
月
24
日
㈰
午
前
10
時
15

分
〜
11
時
45
分

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

①
み
ん
な
で
ス
テ
ッ
プ
!!

　
運
動
や
製
作
な
ど
の
楽
し
い
活

動
を
通
し
て
、
就
園
前
に
集
団
で

過
ご
す
経
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
市
内
在
住
の
2
歳
以
上
の

未
就
園
の
子
ど
も
と
保
護
者

と
き　
８
月
21
日
㈭
午
前
10
時
〜

11
時
45
分

定
員

20
組
（
抽
選
）

②
親
子
で
ホ
ッ
プ
！

　
親
子
で
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
遊
具

遊
び
を
通
し
て
「
で
き
た
」
喜
び

を
実
感
し
「
も
っ
と
や
り
た
い
」

と
い
う
意
欲
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

対
象　
市
内
在
住
の
１
歳
６
か
月

か
ら
お
お
む
ね
2
歳
の
未
就
園
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

と
き　
８
月
26
日
㈫
、
９
月
９
日

㈫
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
▽
２
回

シ
リ
ー
ズ

定
員

12
組
（
抽
選
）

③
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
は
ー
と
の
会

〜
わ
が
子
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
は
ー

と
を
作
り
ま
し
ょ
う
〜

　
交
流
を
し
な
が
ら
、
マ
タ
ニ
テ

ィ
シ
ー
ト
や
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
は

ー
と
を
記
入
し
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
妊
婦
と
未
就

学
の
子
ど
も
の
保
護
者
（
赤
ち
ゃ

ん
の
同
室
可
）

と
き　
９
月
２
日
㈫
午
前
10
時
15

分
〜
11
時
45
分

定
員

15
人（
抽
選
▽
未
就
学
の
子

ど
も
の
保
育
あ
り
▽
定
員
８
人
）

④
親
子
の
絆
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
赤
ち
ゃ
ん
が
き
た
！
」

　
第
1
子
を
育
児
中
の
マ
マ
た
ち

で
、
育
児
の
話
や
情
報
交
換
、
仲

間
作
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

対
象　
市
内
在
住
の
令
和
７
年
３

月
１
日
〜
６
月
18
日
生
ま
れ
の
第

1
子
と
そ
の
母
親

と
き　
８
月
18
日
㈪
・
25
日
㈪
、９

月
１
日
㈪
・
８
日
㈪
午
後
１
時
〜

３
時
▽
４
回
シ
リ
ー
ズ

こども基地
夏休み中、小学生が自由に過ごせる居場所ができ
ました。あいっくを卒業したみんなも大歓迎。
対象　市内在住の小学生
内容・とき　①見て、聴いて、触れてみて！箏

こと
との

出会い＝８月16日㈯午前10時30分～11時30分、
②絵本deこんにちwa＝８月29日㈮午後２時～３
時、③オセロやカードゲームなど遊べるコーナー＝
８月３日㈰・11日㈷・12日㈫・14日㈭・17日㈰
～19日㈫・25日㈪・28日㈭・29日㈮午前10時～
午後３時
ところ　あいっく
申込　①は８月６日までに市公式LINEで、②③は
当日直接会場へ。
問あいっく（☎50-4664）

ゆめっく  わくわく広場
　ゆめっくに遊びの広場ができました。
対象　市内在住の妊婦および０歳から就学前の子ど
もと保護者
とき　週３回実施
ところ　ゆめっく
※開催日や利用方法など詳細は右記
ＱＲをご確認ください。
問ゆめっく（保健センター内、☎55-4141）

⑤
育
児
講
座
「
私
ら
し
い
子
育
て　

〜
こ
ど
も
も
あ
な
た
も
大
事
〜
」

　
グ
ッ
ド
サ
イ
ク
ル
、
バ
ッ
ド
サ

イ
ク
ル
か
ら
学
ぼ
う
。

対
象　
市
内
在
住
の
1
歳
〜
お
お

む
ね
3
歳
の
子
ど
も
の
保
護
者

と
き　
９
月
４
日
㈭
、
11
日
㈭
午

前
10
時
30
分
〜
正
午
▽
２
回
シ
リ

ー
ズ

定
員

10
人
（
抽
選
▽
未
就
学
の

子
の
保
育
あ
り
▽
定
員
８
人
）

①
〜
⑤
の
申
込　
８
月
６
日
ま
で

に
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

※
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
に
親
子
の

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
子
の
生
年
月

日
、
性
別
、
第
何
子
か
、
住
所
、
電

話
番
号
、
催
し
名
、
子
育
て
で
気

に
な
る
こ
と
を
記
入
し
て
、
８
月

６
日
（
必
着
）
ま
で
に
あ
い
っ
く

（
〒
586
ー
０
０
１
５
本
町
24
の
1

ノ
バ
テ
ィ
な
が
の
北
館
5
階
）
も

可
。

問
あ
い
っ
く
（
☎
50
・
４
６
６
４
、

℻
50
・
４
６
６
５
）

広報かわちながの 2025年（令和 7年）8月号9 8市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶

催
し・講
座

ス
ポ
ー
ツ

高
齢
者

税
金

教
育

暮
ら
し

事
業
所

就
労

健
康

保
険・年
金

障
が
い
者

自
治
会

募
集

相
談

そ
の
他

お
知
ら
せ

子
育
て

安
全
安
心



水
生
生
物
を
観
察
し
よ
う

　
石
川
で
水
生
生
物
を
観
察
し
ま

し
ょ
う
。

対
象　
市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ

の
保
護
者

と
き　
８
月
24
日
㈰
午
前
10
時
〜

正
午

集
合　
日
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

定
員

20
人
（
先
着
順
）

申
込　
８
月
５
日
か
ら
電
話
で
左

記
へ

問
自
然
環
境
保
護
協
議
会
事
務
局

（
環
境
政
策
課
内
）

ゆ
い
テ
ラ
ス
の
え
ん
に
ち

　
お
買
い
物
を
し
た
つ
い
で
に
ふ

ら
っ
と
立
ち
寄
れ
る
夏
祭
り
で
す
。

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
や
尺
八
演
奏
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
、
夏
の

思
い
出
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

と
き　
８
月
３
日
㈰
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　
イ
ズ
ミ
ヤ
ゆ
い
テ
ラ
ス

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

え
い
ご
お
た
の
し
み
会

　

み
ん
な
で
楽
し
くD

ance! 
Sing!

英
語
の
リ
ズ
ム
や
音
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

対
象　
就
学
前
の
子
と
そ
の
保
護

者と
き　
８
月
９
日
㈯
午
前
11
時
10

分
〜
11
時
30
分　

と
こ
ろ　
あ
い
っ
く

定
員

20
組
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
社
会
教
育
第
１
課
（
キ
ッ
ク
ス

内
、
☎
54
・
０
０
０
５
）

こ
ど
も
え
い
ご
村

　
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
先
生
と
英
語
で

ふ
れ
あ
い
ま
し
ょ
う
。

①
未
就
学
児
（
４
・
５
歳
児
）
ク

ラ
ス

と
き　
８
月
９
日
㈯
午
前
10
時
30

分
〜
11
時

②First

ク
ラ
ス（
初
級
▽
小
学
校

低
学
年
推
奨
）

と
き　
８
月
９
日
㈯
午
後
１
時
〜

１
時
45
分

③Second

ク
ラ
ス
（
中
級
▽
小

学
校
高
学
年
推
奨
）

と
き　
８
月
９
日
㈯
午
後
２
時
〜

３
時

と
こ
ろ　
あ
い
っ
く 

 

定
員　
各
20
人（
抽
選
） 

 

申
込　
下
記
Ｑ
Ｒ
か
ら

問
社
会
教
育
第
１
課
（
キ
ッ
ク
ス

内
、
☎
54
・
０
０
０
５
）

公
民
館
の
お
は
な
し
会

　
児
童
を
対
象
と
し
た
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
や
手
あ
そ
び
な
ど
を
し

ま
す
。

と
き　
８
月
16
日
㈯
、
９
月
20
日

㈯
午
後
３
時
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　
老
寿
や
す
ら
ぎ
千
代
田

公
民
館

定
員

20
人
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
老
寿
や
す
ら
ぎ
千
代
田
公
民
館　

　
　
　
　
　

(

☎
55
・
１
１
２
５
）

図
書
館
の
お
は
な
し
会

●
２
〜
３
歳
児
と
そ
の
保
護
者

と
き　
８
月
９
日
㈯
午
前
10
時
30

分
〜
、
16
日
㈯
午
後
２
時
〜
（
15

分
程
度
）

定
員　
各
５
組
（
先
着
順
）

●
４
歳
〜
就
学
前
児
童
向
け

と
き

8
月
9
日
㈯
午
前
11
時
〜
、

16
日
㈯
午
後
２
時
30
分
〜
（
30
分

程
度
）

定
員　
各
12
人
（
先
着
順
）

●
小
学
生
向
け

と
き

8
月
2
日
㈯
・
23
日
㈯
午

前
11
時
〜
、
30
日
㈯
午
後
２
時
〜

（
30
分
程
度
）▽
23
日
㈯
は
保
護
者

も
入
場
可

定
員　
各
12
人
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

す
い
す
い
ひ
ろ
ば

　
月
ご
と
の
お
す
す
め
絵
本
な
ど

を
、
図
書
館
の
お
は
な
し
の
へ
や

で
自
由
に
楽
し
め
ま
す（
貸
出
可
）。

読
ん
で
ほ
し
い
本
が
あ
れ
ば
図
書

館
員
が
読
み
聞
か
せ
し
ま
す
。

と
き　
８
月
13
日
㈬
・
27
日
㈬
、９

月
10
日
㈬
・
24
日
㈬
▽
時
間
は
午

後
２
時
〜
４
時

問
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム　

　
わ
ら
べ
歌
や
手
遊
び
、
絵
本
な

ど
を
楽
し
み
ま
す
。

対
象　
１
歳
以
上
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者

と
き
・
内
容　
９
月
18
日
㈭
▽
１

歳
向
け
＝
午
前
10
時
20
分
〜
11
時
、

２
歳
向
け
＝
午
前
11
時
20
分
〜
正

午※
８
月
は
開
催
し
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ　
図
書
館

定
員　
各
５
組
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

安
全
安
心

定
期
救
命
講
習

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
を
含
め
た

応
急
手
当
な
ど
の
講
習
を
実
施
し

ま
す
。

と
き　
①
９
月
10
日
㈬
、②
26
日
㈮
、

③
10
月
11
日
㈯
、④
26
日
㈰
▽
時
間

は
午
後
１
時
30
分（
Ｗ
ｅ
ｂ
講
習
修

了
者
＝
午
後
２
時
30
分
）〜
午
後
４

時
30
分

と
こ
ろ　
①
②
富
田
林
消
防
署
③

柏
原
市
役
所
④
河
内
長
野
消
防
署

定
員　
①
②
20
人
、③
④
30
人（
先

着
順
）

※
対
象
な
ど
詳
細
は

下
記
Ｑ
Ｒ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

申
込　
①
は
８
月
８
日
、
②
は
８

月
26
日
、
③
は
９
月
11
日
、
④
は

９
月
26
日
か
ら
電
話
で
左
記
へ

問
大
阪
南
消
防
局
救
急
課

（
☎
０
７
２
・
９
５
８
・
９
９
３
２
）

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
情
報
伝
達
訓
練

　
災
害
時
や
地
震
、
緊
急
事
態
時

に
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
か
ら
送
ら
れ
て
く
る

緊
急
情
報
を
市
民
の
み
な
さ
ん
に

伝
え
る
た
め
、
市
内
47
か
所
の
防

災
行
政
無
線
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る

情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。

と
き　
８
月
20
日
㈬
午
前
11
時

●
無
線
で
の
放
送
内
容
が
聞
き
取

り
に
く
い
場
合
は

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
公
式
Ｓ

Ｎ
Ｓ
、
災
害
テ
レ
ホ
ン
案
内
（
☎

０
１
２
０
・
０
４
７
・
７
１
４
）

で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
危
機
管
理
課

熱
中
症
に
注
意
を

　
熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
・

熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
は
、
熱
中

症
の
危
険
性
が
極
め
て
高
く
な
る

と
予
測
さ
れ
た
際
に
危
険
な
暑
さ

へ
の
注
意
を
呼
び
か
け
、
適
切
な

行
動
を
促
す
た
め
の
情
報
で
す
。　

　
発
令
情
報
は
メ
ー
ル
配
信
サ
ー

ビ
ス
や
環
境
省
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
事
前

登
録
し
て
お
く
こ
と
で
受
信
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
左
記
Ｑ
Ｒ
参

照
）。暑
さ
へ
の
備
え
と
熱
中
症
予

防
の
対
策
と
し
て
、
ぜ
ひ
登
録
し

て
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

アルコール消毒液の寄贈
　６月 16日、ワークワクワク河内長野実行委員
会熊谷副会長（第一生命保険株式会社勤務）より、
アルコール消毒液2000個が寄贈されました。今
回いただいた消毒液は、市内の医療機関や公共施
設へ配布し衛生対策に活用させていただきます。

●全国一斉「こどもの人権相談」強化週間
　平日の相談時間を延長し、土・日曜日も相談
に応じます。
◎こどもの人権 110番（☎ 0120-0

ぜろぜろななの

07 - 1
ひゃくとおばん

10）
とき　８月 27日㈬～９月２日㈫午前８時 30分
～午後７時▷８月 30 日㈯・31 日㈰は午前 10
時～午後５時
◎法務局 LINE じんけん相談（LINE 公式アカウ
ント＠ linejinkensoudan ▷相談は無料で秘密
は厳守します）
※法務省の「こどもの人権 SOS-ｅメール」（下
記ＱＲ）では、メールでの相談も通年受け付け
ています。
問大阪法務局人権擁護部
（☎ 06-6942-9492）

●こども 110番の家運動にご協力を  
　地域の子どもは地域で守り、子どもたちが安
心して暮らせる環境を確保するために「こども
110 番の家」運動を推進しています。目印とな
る旗看板を掲げるなど、ご協力いただける人は
下記までお問い合わせください。
問社会教育第１課（キックス内、☎ 54-0005）

●
職
場
に
お
け
る
熱
中
症
を
予
防

し
ま
し
ょ
う

　
府
内
に
お
い
て
、
令
和
６
年
の

職
場
に
お
け
る
熱
中
症
に
よ
る
休

業
４
日
以
上
の
死
傷
者
数
は
94
人

で
、
前
年
に
比
べ
40
人
の
増
加
と

な
り
、
う
ち
９
人
が
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏

ま
え
、
大
阪
労
働
局
で
は
、
職
場

に
お
け
る
熱
中
症
予
防
の
た
め
に
、

「
Ｓ
Ｔ
О
Ｐ
！
熱
中
症　

ク
ー
ル

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
展
開

し
、
重
点
的
な
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
熱
中
症
対
策
に
係
る
法

改
正
が
あ
り
、
令
和
７
年
６
月
１

日
か
ら
、
熱
中
症
の
お
そ
れ
が
あ

る
者
を
報
告
す
る
た
め
の
体
制
整

備
や
必
要
な
措
置
の
実
施
手
順
の

作
成
・
関
係
作
業
者
へ
の
周
知
が

事
業
者
に
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
の

で
、
ご
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
羽
曳
野
労
働
基
準
監
督
署

（
☎
０
７
２
・
９
４
２
・
１
３
０
８
）

８月は「こども110番月間」
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広報にのってるだん
じりが大好きです。

表紙もみ

て、中身もくまなく
探します。

市民のみなさんのちょっとしたニュースや、おうち
時間の過ごし方などをお気軽にご応募く
ださい。選考のうえ、広報紙やホームペ
ージ、市公式SNSなどに掲載します。
問シティプロモーション課

コマなし自転車に乗れるようになった兄弟。うれし
くて、パパのバイクと並べて撮りたいと言い、撮影
しました。いつか、パパとバイクに乗ってツーリン
グに行きたいと言ってくれて、嬉しかったです（笑）

いつもの散歩道。田んぼの脇で
ひと休み。

涼しい風が心地いい。いっぱい
実ります

ように。おいしいご飯をあり
がとう。

生後6ヶ月、2本の歯が生えてきました。かわ
いくて毎日何回も口の中を見てしまいます笑

時
　 6 月 1 0 日 　

の記念日に保育園の子ども達が
作った個性豊かなミャクミャク時計

市民
投稿

今蕎麦の花が満開です。信州に行かなくても河内の長野で可憐な蕎麦の花を満喫できます。

教　

育

中
学
生
地
域
ク
ラ
ブ
体
験

対
象　
中
学
１
、
２
年
生

申
込　
電
話
ま
た
は

下
記
Ｑ
Ｒ
か
ら

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

と
き　
８
月
３
日
㈰
・
30
日
㈯
、９
月

７
日
㈰
・
28
日
㈰
▽
午
後
１
時
〜
５

時
、８
月
16
日
㈯
▽
午
後
２
時
〜
６
時

と
こ
ろ　
長
野
小
学
校

問
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ

Ｓ
Ｋ
Ｙ
の
中
岡
さ
ん（
☎
０
９
０
・

９
６
２
２
・
５
３
５
１
）

●
軟
式
野
球

と
き　
８
月
23
日
・
30
日
、
９
月

６
日
・
13
日
・
20
日
・
27
日
の
土

曜
日
▽
午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ　
寺
ケ
池
公
園
野
球
場

※
グ
ロ
ー
ブ
な
ど
貸
出
可
。

問
河
内
長
野
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

の
山
崎
さ
ん
（
☎
０
８
０
・
３
８
６

３
・
３
９
９
１
）

●
ゴ
ル
フ

と
き　
８
月
30
日
㈯
午
前
10
時
〜

正
午

と
こ
ろ　
天
野
山
パ
ブ
リ
ッ
ク
ゴ

ル
フ
場
（
河
内
長
野
駅
９
時
20
分

発
の
無
料
送
迎
バ
ス
あ
り
）

※
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
は
貸
出
可
能
。

問
天
野
山
パ
ブ
リ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
場

（
☎
53
・
６
５
８
１
）

夜
や

間
か ん

中
ちゅう

学
が っ

校
こ う

で勉
べ ん

強
きょう

しませんか
（生

せい

徒
と

募
ぼ

集
しゅう

）
いろいろな事

じ

情
じょう

で中
ちゅう

学
がっ

校
こう

を卒
そつ

業
ぎょう

できな
かった人

ひと

、十
じゅう

分
ぶん

な教
きょう

育
いく

を受
う

けられないま
ま卒

そつ

業
ぎょう

した人
ひと

が入
にゅう

学
がく

できます。
①９月

がつ

入
にゅう

学
がく

の受
うけ

付
つけ

は、２学
が

期
っき

の始
はじ

まりか
ら９月

がつ

10日
か

までです。ただし土
ど

・日
にち

・祝
しゅく

日
じつ

は除
のぞ

きます。
②「あいうえお」から勉

べん

強
きょう

します。
③ 4月

がつ

１日
にち

現
げん

在
ざい

で、15歳
さい

以
い

上
じょう

の人
ひと

が入
にゅう

学
がく

できます。
④授

じゅ

業
ぎょう

料
りょう

はいりません。
⑤大

おお

阪
さか

府
ふ

内
ない

の人
ひと

が入
にゅう

学
がく

できます。
⑥外

がい

国
こく

籍
せき

の人
ひと

も入
にゅう

学
がく

できます。
お問

と

い合
あ

わせは学
が っ

校
こ う

教
きょう

育
い く

課
か

へ

暮
ら
し

な
っ
ち
利
用
終
了
の
お
知
ら
せ

　
南
海
バ
ス
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
「
な

っ
ち
」
の
ご
利
用
は
、
令
和
７
年

８
月
末
日
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

ま
た
、
各
種
磁
気
カ
ー
ド
の
使
用

は
３
月
31
日
で
終
了
し
て
い
ま
す
。

払
い
戻
し
な
ど
手
続
き
や
お
問
い

合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、
南
海
バ
ス

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
不
便

を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
ご
理
解

の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
南
海
バ
ス
営
業
課

（
☎
０
７
２
・
２
２
１
・
０
７
８
１
）

夏
の
生
ご
み
対
策
に
ご
協
力
を

　
本
格
的
な
夏
を
迎
え
、
気
温
の

上
昇
と
と
も
に
細
菌
が
繁
殖
し
や

す
く
な
り
、
生
ご
み
か
ら
悪
臭
が

発
生
し
ま
す
の
で
、
次
の
点
を
参

考
に
生
ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

◎
食
材
は
計
画
的
に
購
入
し
、
作

り
す
ぎ
や
食
べ
残
し
を
減
ら
し
ま

し
ょ
う
。

◎
生
ご
み
の
８
割
は
水
分
の
た
め
、

水
切
り
は
有
効
な
減
量
手
段
で
す
。

「
ぎ
ゅ
っ
と
ひ
と
し
ぼ
り
」
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
衛
生
課

消
火
器
を
処
分
す
る
時
は

　
家
庭
で
不
用
と
な
っ
た
消
火
器

の
収
集
は
、
市
で
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。
消
火
器
の
処
分
は
、（
一

社
）
日
本
消
火
器
工
業
会
が
次
の

地
域
の
販
売
代
理
店
と
協
力
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。

①
市
内
の
特
定
窓
口

　
㈱
輝ひ

か
り（
小
塩
町
37
の
３
、☎
62
・

３
０
５
８
）
▽
直
接
持
ち
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

②
最
寄
り
の
指
定
引
取
場
所

　
ヤ
マ
ト
プ
ロ
テ
ッ
ク
㈱
大
阪
工

場
（
堺
市
美
原
区
木
材
通
２
の
２

の
38
、
☎
０
７
２
・
３
６
１
・
５

９
１
１
）
▽
直
接
持
ち
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

③
ゆ
う
パ
ッ
ク
に
よ
る
収
集

　
事
前
の
申
込
が
必
要
で
す
。
専

用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
２

０
・
８
２
２
・
３
０
６
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
費
用
な
ど
は
直
接
各
窓
口
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
環
境
衛
生
課

道
路
に
は
み
出
し
た
木
々
の
剪
定
を

　
私
有
地
の
庭
木
や
生
垣
、山
林
の

樹
木
な
ど
が
車
道
や
歩
道
に
は
み

出
す
と
、
通
行
し
づ
ら
い
だ
け
で
な

く
交
通
事
故
の
原
因
と
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
所
有
者
が
責
任
を
問

わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
剪せ

ん

定て
い

や
伐
採
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
道
路
課

税　

金

税
金
の
納
付
は
納
期
限
ま
で
に

●
市
民
税
・
府
民
税
・
森
林
環
境

税
第
２
期
分

　
９
月
１
日
㈪
の
納
期
限
ま
で
に
、

金
融
機
関
や
郵
便
局
、
地
方
税
お

支
払
サ
イ
ト
、
ス
マ
ホ
決
済
ア
プ

リ
な
ど
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い（
納

付
額
30
万
円
以
下
は
コ
ン
ビ
ニ
も

可
）。便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課

●
個
人
事
業
税
第
１
期
分

　
９
月
１
日
㈪
の
納
期
限
ま
で
に
、

金
融
機
関
や
郵
便
局
、
地
方
税
お

支
払
サ
イ
ト
、
コ
ン
ビ
ニ
、
ス
マ

ホ
決
済
ア
プ
リ
な
ど
で
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。

問
南
河
内
府
税
事
務
所

　
　
　
　
　
（
☎
25
・
１
１
３
１
）
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健　

康

健
康
づ
く
り
講
座

対
象

18
歳
以
上
の
市
民

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

①
お
い
し
い
と
元
気
を
支
え
る
お

口
づ
く
り
！

　
い
つ
ま
で
も
お
い
し
く
食
べ
、

若
々
し
い
表
情
で
い
る
た
め
に
、

「
噛か

む
」「
飲
み
込
む
」「
話
す
」
機

能
を
保
つ
コ
ツ
を
お
伝
え
し
ま
す
。

と
き　
９
月
５
日
㈮
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

定
員

20
人
（
先
着
順
）

②
笑
い
の
力
で
心
身
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ笑

い
ヨ
ガ
で
コ
コ
ロ
も
カ
ラ
ダ

も
す
っ
き
り
元
気
に
な
る
方
法
を

お
伝
え
し
ま
す
。

と
き　
９
月
11
日
㈭
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

定
員

40
人
（
先
着
順
）

申
込　
①
は
８
月
４
日
か
ら
、
②

は
８
月
12
日
か
ら
電
話

ま
た
は
下
記
Ｑ
Ｒ
で

問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

８
月
は
府
の
食
育
月
間

●
Ⅴ
・
Ｏ
・
Ｓ
と
は

野
菜
た
っ
ぷ
り
・
適
油
・
適
塩

に
配
慮
し
た
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
健

康
的
な
食
事
を
、
一
目
で
分
か
り

や
す
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
提
供

店
舗
は
下
記
Ｑ
Ｒ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

問
富
田
林
保
健
所

（
☎
23
・
２
６
８
１
）

障
が
い
者

視
覚
障
が
い
者
サ
ロ
ン

　
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
み
ん
な
で
楽
し

み
、
交
流
会
を
通
し
て
親
睦
を
深

め
ま
し
ょ
う
。

対
象　
市
内
在
住
の
視
覚
障
が
い

者と
き　
８
月
14
日
㈭
午
後
１
時
〜

３
時

と
こ
ろ　
イ
ズ
ミ
ヤ
ゆ
い
テ
ラ
ス

定
員　
10
人
（
先
着
順
）

申
込　
８
月
13
日
ま
で
に
左
記
へ

問
ピ
ア
セ
ン
タ
ー
か
わ
ち
な
が
の

（
☎
70
・
７
０
０
２
、
℻
70
・
７
０

０
３
）

キ
タ
バ
あ
か
み
ね
の
催
し
と

お
知
ら
せ

●
福
祉
ネ
イ
ル

マ
ニ
キ
ュ
ア
、
水
性
ネ
イ
ル
で

お
し
ゃ
れ
を
楽
し
み
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
障
が
い
者
手

帳
所
持
者
と
そ
の
介
護
者

と
き　
８
月
29
日
㈮
午
前
10
時
〜

正
午

定
員

15
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
１
５
０
０
円

申
込　
８
月
１
日
か
ら
電
話
か
フ

ァ
ク
ス
（
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
記
入
）で
キ
タ
バ
あ
か
み
ね
へ

●
カ
ラ
オ
ケ
教
室
講
師
募
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
歌
唱
指
導
を

し
て
く
れ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

開
始
日
は
９
月
以
降
（
要
相
談
）

で
、
毎
週
木
曜
日
（
祝
日
と
第
５

週
、
８
月
、
年
末
年
始
は
休
み
）、

午
後
１
時
〜
３
時
で
す
。
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

定
員　
１
人

申
込　
８
月
１
日
か
ら
電
話
で
左

記
へ

問
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
キ
タ

バ
あ
か
み
ね
（
☎
56
・
１
５
９
０
、

℻
56
・
１
５
９
２
）

タ
ッ
チ
タ
イ
ピ
ン
グ
講
座

●
パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
啓
発
講
座

聴
覚
障
が
い
者
な
ど
へ
の
情
報

提
供
手
段
で
あ
る
パ
ソ
コ
ン
要
約

筆
記
を
行
う
上
で
必
要
な
タ
ッ
チ

タ
イ
ピ
ン
グ
技
術
を
学
習
し
ま
す
。

対
象　
河
内
長
野
市
、
富
田
林
市
、

大
阪
狭
山
市
、
南
河
内
郡
太
子
町
、

河
南
町
、
千
早
赤
阪
村
に
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
18
歳
以
上
の
人
で
、

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
（W

indow
s

11
以
上
）
を
持
参
で
き
る
人

と
き　
①
９
月
17
日
〜
10
月
８
日
、

②
10
月
15
日
〜
11
月
5
日
▽
①
②

い
ず
れ
も
水
曜
日
午
前
10
時
〜
正

午
▽
各
４
回
シ
リ
ー
ズ
（
オ
ン
ラ

イ
ン
受
講
含
む
）

と
こ
ろ　
富
田
林
市
役
所
な
ど

定
員　
①
②
各
９
人
（
抽
選
）

申
込　
８
月
29
日
ま
で
に
左
記
窓

口
に
あ
る
申
込
書
を
提
出

問
く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
第
２
課

盲
ろ
う
者
通
訳・介
助
者
養
成
研
修

　
視
覚
と
聴
覚
の
両
方
に
障
が
い

の
あ
る
盲
ろ
う
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
と
移
動
を
支
援
す
る
通

訳
・
介
助
者
の
養
成
研
修
で
す
。

と
き　
９
月
16
日
㈫
〜
令
和
８
年

３
月
６
日
㈮
の
う
ち
19
日
間

と
こ
ろ　
府
立
福
祉
情
報
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

定
員

60
人
（
抽
選
）

※
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
。

申
込　
８
月
15
日
（
必
着
）
ま
で

に
く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
第
２
課
に
設

置
の
受
講
申
込
書
を
郵
送
で
左
記

（
〒
537
ー
０
０
２
５
大
阪
市
東
成

区
中
道
１
の
３
の
59
）
へ

※
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
（yousei

kensyu@
daisyokyo.or.jp

）

で
も
申
込
可
▽
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
阪
障
害
者
自
立
支
援
協
会

（
☎
06
・
６
７
４
８
・
０
５
８
７
、　

℻
06
・
６
７
４
８
・
０
５
８
９
）

日
を
超
え
る
市
民
税
非
課
税
世
帯

の
人
が
、
入
院
時
の
食
事
療
養
費

等
の
減
額
を
さ
ら
に
受
け
る
場
合

は
、
別
途
申
請
が
必
要
で
す
。

・
国
民
健
康
保
険
料
に
滞
納
が
あ

る
場
合
は
医
療
機
関
等
で
限
度
額

が
確
認
で
き
ま
せ
ん
。
左
記
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
保
険
医
療
課

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
の
ご
利
用
を

　
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

か
ら
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
自
身
の

年
金
情
報
（
年
金
記
録
、
将
来
の

年
金
見
込
額
、
ね
ん
き
ん
定
期
便
、

各
種
通
知
書
な
ど
）
を
手
軽
に
確

認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
ね

ん
き
ん
ネ
ッ
ト
を
連
携
す
る
こ
と

で
、
国
民
年
金
へ
の
加
入
や
国
民

年
金
保
険
料
の
免
除
な
ど
の
電
子

申
請
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
下
記
Ｑ
Ｒ
か

ら
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、

専
用
番
号
（
☎
０
５
７

０
・
０
５
８
・
５
５
５
▽
０
５
０

か
ら
始
ま
る
電
話
の
場
合
は
☎

03
・
６
７
０
０
・
１
１
４
４
）
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
天
王
寺
年
金
事
務
所

（
☎
06
・
６
７
７
２
・
７
５
３
１
）

自
治
会

集
会
所
整
備
事
業
補
助
金
制
度

　
自
治
会
な
ど
で
地
域
活
動
の
拠

点
と
し
て
活
用
し
て
い
る
集
会
所

を
整
備
（
新
築
・
改
修
・
耐
震
補

強
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
）
す

る
経
費
の
半
額
〜
３
分
の
１
を
補

助
し
て
い
ま
す
（
上
限
１
２
０
０

万
円
▽
解
体
の
み
の
場
合
は
上
限

１
０
０
万
円
）。

　
令
和
８
年
度
中
に
整
備
を
予
定

し
て
い
る
自
治
会
な
ど
は
、
８
月

末
ま
で
に
協
議
し
て
く
だ
さ
い
。

計
画
が
数
年
先
で
も
新
築
や
大
規

模
改
修
な
ど
多
額
の
費
用
を
要
す

る
場
合
は
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
市
民
窓
口
課
（
５
階
）

自
治
会
活
動
環
境
整
備
事
業

補
助
金
制
度

　
自
治
会
活
動
に
必
要
な
備
品
の

購
入
に
要
す
る
経
費
の
半
額
（
上

限
30
万
円
）
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
８
年
度
中
に
補
助
金
の
交

付
を
希
望
す
る
自
治
会
な
ど
は
、８

月
末
ま
で
に
協
議
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
民
窓
口
課
（
５
階
）

保健センターの相談（木戸東町２-1、☎55-0301）
内容 健康相談 栄養相談 歯科相談
相談日 毎週月曜日（祝休日・年末年始を除く）の午前
担当 保健師 管理栄養士 歯科衛生士
※診断や治療方法についての相談は対応不可▷予約制。

休日急病診療所（木戸東町２-1、☎55-0300）
診療科目 内科 歯科

受付時間
土曜日=午後６時～８時40分、
日曜日・祝休日=午前10時～11
時40分と午後１時～３時40分

日曜日・祝休日=
午前10時～11時
40分

※内科は中学生以下受診不可▷来院前に検温の上、電話で症状をお伝えください。

日曜日・祝休日昼間の小児急病診療体制
▶富田林病院（富田林市向陽台1-3-36☎29-1121）へ直接来院
診療科目 小児科（中学生まで）

受付時間 日曜日・祝休日の午前９時～11時30分と午後１時～３時30分

◉大阪府救急医療情報センター（医療機関情報）
☎06-6693-1199（24時間）
◉救急安心センターおおさか（救急医療相談）
相談電話　♯7119（ダイヤル回線・IP電話
からは☎06-6582-7119へ▷24時間）
◉小児救急電話相談～受診するか迷った時は～
相談電話 ♯8000（ダイヤル回線・IP電話から
は☎06-6765-3650へ▷午後７時～翌朝８時）

夜間・早朝の小児急病診療体制
▶当番病院（まず大阪南消防局指令センターへ連絡☎072-958-0119）
診療科目 小児科（中学生まで）

受付時間 毎日午後８時～翌午前８時※土・日曜日・祝休日は午後４時～翌午前８時
※当日の当番病院を紹介するか救急車で搬送▷当番病院へ直接行った
り、連絡したりしないでください。
※小児科診療は、本市を含む近隣３市２町１村共同で医師の確保を行い、
数少ない小児科医の協力のもと実施しています▷健康保険証など持参を。

◉富田林保健所（富田林市寿町3-1-35）
エイズ・梅毒・クラミジアの検査（☎23-
2683）、医療機関に関する相談（☎23-
2681）などを行っています。

KDDI 株式会社とDX 推進に関する
連携協定を締結

　KDDI 株式会社と「スマートソリューション
パートナーシップ協定」を締結し、締結式を行い
ました。この協定は、同社が保有するDX推進に
関するノウハウやサービス、通信技術などを活用
し、行政DXの推進やデータ利活用による市民の
QOL（クオリティ・オブ・ライフ）向上に寄与す
ることを目的としています。

保
険
・
年
金

限
度
額
適
用
認
定
証
が
不
要
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険

証
利
用
に
必
要
と
な
る
顔
認
証
付

き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
設
置
し
た

医
療
機
関
な
ど
で
は
、
限
度
額
適

用
認
定
証
が
な
く
て
も
、
限
度
額

を
超
え
る
支
払
い
が
免
除
さ
れ
ま

す
。

●
国
民
健
康
保
険
の
人
は
ご
注
意
を

・
直
近
12
か
月
の
入
院
日
数
が
90

催
し・講
座

ス
ポ
ー
ツ

高
齢
者

税
金

教
育

暮
ら
し

事
業
所

就
労

健
康

保
険・年
金

障
が
い
者

自
治
会

募
集

相
談

そ
の
他

お
知
ら
せ

子
育
て

安
全
安
心
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